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パ ルス発生装置 操作説明ＳＤ－０５０

１．「パルス発生装置」プログラム起動方法

(1) 起動用ＦＤ (フロッピーディスク）によるプログラム起動

ＦＤＤ (フロッピーディスクドライブ )に、起動用ＦＤ（フロッピーディス

クを挿入し電源ＯＮ、又はリセットしてください。

起動用ＦＤ (フロッピーディスク )から起動した場合、「パルス発生装置」

プログラムが自動的に立ち上がります。

※この場合、設定データの「ロード」・「セーブ」の対象は、起動用ＦＤ

(フロッピーディスク )となります。

A:¥ PGEN.EXE (「パルス発生器」プログラム )

¥PGENDATA (データ格納ディレクトリ )

(2) ＨＤ (ハードディスク )で使用したい場合は、ＦＤ (フロッピーディスク )の

ファイル及びディレクトリを、ＨＤ (ハードディスク )にすべてコピーして

使用してください

２．設定内容説明

ＳＤ－０５０ (Ver2.0)パ ルス発生装置

停止中

１．パルス数 ［１ - 100] pulse 1 pulse

２．パルス周期 [0.1 - 10.0] sec 0.1 sec

３．デューティ [0 - 100] % 50 %

４．出力電圧 [2 - 50] V 開始電圧 2 V

終了電圧 50 V

５．定電流値 [0.1 - 10.0] mA 0.1 mA

６．繰り返し回数［ 1 - 20〕回 1 回

７．繰り返し ﾓｰﾄﾞ 増加

８．インターバル［ 2 - 5 ］ sec 2 sec

９．増減値 ［ 0 - 50 ］ % 1 %

1ｽﾀｰﾄ 2ｽﾄｯﾌﾟ 3 4 5 6LOAD 7SAVE 8 9 0終了

(1) パルス数 [1 - 100] pulse － 出力するパルス数を設定します。

(2) パルス周期 [0.1 - 10.0] sec － 出力するパルスの周期を、設定しま

す。

(3) デューティ [0 - 100] % － 出力するパルスのＯＮ時間を、周期

に対する％で設定します。

(4) 出力電圧 [2 - 50] V 開始電圧 － 第１パルス目の、出力電圧を、設定

します。

終了電圧 － 最終パルスの、出力電圧を、設定し

ます。

(5) 定電流値 [0.1 - 10.0] mA － 出力パルス電圧に対しての、一定電

流値を、設定します。

(6) 繰り返し回数［ 1 - 20〕 回 － 上の基本波を繰り返す回数

(7) 繰り返し ﾓｰﾄﾞ 増加 減少 増減 減増 から選択します (スペースキ－）

(8) インターバル［ 2 - 5 ］ sec － 繰り返しの間隔

(9) 増減値 ［ 0 - 50 ］ % － 繰り返しの場合の基本波終了電圧を

増減させる割合

（注１）増減、減増モードでは繰り返し回数で設定した回数の２倍の数の基

本波が出力されます。

（注２）本体から外部に引き出されたスイッチを操作するとただちに出力を

停止し、画面には停波したときに出力していた基本波の終了電圧（実際に

出力される（された）値）を表示します。
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３．有効キー機能説明

(1) Ｆ・１ (ｽﾀｰﾄ ) － 設定されたパルスの出力を開始します。パルス出力

中は画面右上に、「発振中」の文字が表示されます。

設定されたパルス数を出力し終わると、「発振中」

の文字が「停止中」の表示になります。

(2) Ｆ・２ (ｽﾄｯﾌﾟ) － パルス出力中に、強制的にパルス出力を停止させま

す。

ただし、Ｆ・２ (ｽﾄｯﾌﾟ）キーを押した時点で出力中

のパルスについては、そのパルス出力が終了するま

では停止しません。

(3) Ｆ・６ (LOAD ) － セーブデータの読み込みを行います。

(詳細は４．データの「ロード」・「セーブ」を参

照してください )

(4) Ｆ・７ (SAVE ) － 現在の設定データの保存を行います。

(詳細は４．データの「ロード」・「セーブ」を参

照してください )

(5) Ｆ・１０ (終了 ) － 「パルス発生器 (Ver1.0)」のプログラムを終了し

ます。

(6) ↑↓ (上・下 ) － 設定項目のカーソルの移動を行います。

(7) 数値入力有効キー － '0' ～ '9' 及び '.'のみが入力対象となります。

４．データの「セーブ」・「ロード」

設定ファイル一覧

00000000.000 11111111.111 22222222.222 33333333.333

44444444.444 55555555.555 66666666.666 77777777.777

1 2 3 4 5 6 7 8 9 0中止

(1) データ「ロード」

「ロード」したいファイル名にカーソルを移動し、ＣＲ (RETURN)キーを押

すとそのデータを読み込みます。

(2) データ「セーブ」

① 画面下中央に「登録するファイル名を入力してください。」のメッセ

ージが表示されます。

② ファイル名を「 ????????.???」のフォーマットに従って入力してくだ

さい

※入力文字は、半角文字のみです。

③ ファイル名の入力後、再度ファイル名の確認を行います。そのファイ

ル名でよければ 'Y' を入力してください。

(注１ ) データ「セーブ」時に、既にあるファイル名を指定したときは、その

ファイルを上書きします。

※上書きをする前に、１度確認メッセージが表示されます。

(注２ ) ＦＤ (フロッピーディスク )から起動している場合、「セーブ」時はＦ

Ｄ (フロッピーディスク )に書き込みます。

また、「ロード」時はＦＤ (フロッピーディスク )よりデータを検索し

ます。
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５．その他

(1) プログラム起動時に、「ＡＸＰ－ＰＩ０１の初期化に失敗しました」及び

「モードのセットに失敗しました」のメッセージが表示された場合、１度

リセットして再起動を行ってください。

(2) ＦＤ (フロッピーディスク )にデータを保存する場合、１枚のＦＤ (フロッ

ピーディスク )で約２００のデータが保存できますが、ＦＤ (フロッピーデ

ィスク ) の容量が足りなくなった場合、フォーマットシステム転送済みの

ＦＤ (フロッピーディスク )に 以下に示したファイルをコピーして使用して

ください。

※コピーするファイル

config.sys

autoexec.bat

pc98.bgi

pgen.exe

(3) パネルのＬＥＤ（ＢＡＴＴ）が点灯した場合は内蔵のバッテリーの電圧が

規定値よりも低下しています。付属の充電器をパルス発生装置背面パネルの

”充電”端子に接続し、充電してからご使用ください。充電器の赤色クリッ

プを赤色端子に、黒色クリップを黒色端子に接続ください。

なおパルス発生装置の表パネルの電源ＳＷをＯＦＦにしないと充電できませ

ん。充電しながらの使用はできません。付属の充電器以外での充電は危険で

す。

（ 4) パルス発生装置にはバッテリーを内蔵していますので、落下その他衝撃を

与えないよう注意ください。

６．注意事項（重要）

パソコンの電源をＯＮしてからパルス発生装置用プログラムが起動しメニュー

が表示されるまでの間はパルス発生装置の出力端子から最大電圧／電流が出力

されることがあります。従ってこの間はパルス発生装置の出力端子にはなにも

接続しないでください。

(1) 装置電源のＯＮから使用開始までは次の順序で操作ください。

① パルス発生装置本体，ＰＣ９８パソコンの電源はＯＦＦの状態で２筐体

間のケーブルを接続する。

なお、このときパルス発生装置の出力端子にはなにも接続してはいけませ

ん。

② ＰＣ９８ノートパソコンの電源を投入する。

ＰＧＥＮ．ＥＸＥプログラムをキーボードから起動する。（または自動的

に起動される。）やがてパルス発生装置のメニューが表示されます。

③ パルス発生装置の電源を投入する

なお、このときパルス発生装置の出力端子にはまだなにも接続しないでく

ださい。

④ パルス発生装置メニュー上でパルスの出力条件を設定する。（または、

セーブしたファイルを読み出す）

⑤ スタートさせてオシロスコープなどで波形確認を行う。

⑥ 信号を受ける側の装置からパルス発生装置出力端子に電線を接続する。

⑦ スタートさせる

(2) 使用終了は次の順序で操作ください。

パルスの出力が停止している状態で

① パルス発生装置の出力端子から外部へ接続している電線を取り外す。

② パルス発生装置の電源をＯＦＦする。

③ ＰＣ９８ノートパソコン上のメニューで終了操作を行う
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④ ＰＣ９８ノートパソコンキーのＳＴＯＰを操作する。

⑤ ＰＣ９８ノートパソコンの電源をＯＦＦする。

(3) パルス発生が行える状態において、パルス出力信号端子から外部へ電線を

接続したままでＰＣ９８ノートパソコンのリセット押し釦ＳＷを操作しない

でください。最大電圧／電流が出力端子に出力されます。

同じ状態で、ＰＣ９８ノートパソコンの電源をＯＮ／ＯＦＦすることもしな

いでください同様に最大電圧／電流が出力されます。

７．補足事項

◎ パルス周期とデューティー値について

ＰＣ９８パソコンの内部で利用できる基準時間は、最小１０ｍｓであるた

め、たとえば周期０．１ｓの設定の時デューティーは１０％以上でないとパ

ルスは出力されません。（０．１ｓｅｃ Ｘ １０％＝１０ｍｓ）

Ｔ（Ｓｅｃ） デューティー（％）

０．１ １０ 以上で出力される

０．２ ５

０．３ ４

０．４ ３

０．５ ２

０．９ ２

１．０ １

また、逆に１００％デューティーの時のときには電圧は出力され続けＯＦＦ

となる区間はありませんが、上と同様のことから設定分解能が規定され、

Ｔ（Ｓｅｃ） デューティー（％）

０．１ ７９ 以下でＯＦＦ区間現れる

０．２ ８９

０．３ ９３

０．４ ９４

０．５ ９５

０．９ ９７

１．１ ９８

２．１ ９９


